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　　　　　精神i　　　　　　 部にお ける逆統合保育の実践 （6）
　　　　　 一 平成 8年度の逆統合保育の概要と実践緩過 の中間まとめ 一

〇神田基史　阿部幸子　根本文雄　大蔵み ど り　數原照子　平田幸宏　　　京林由季子

　　　 （筑　波　大　学　附　属　大　塚　養　護　学　校）　　　　 （東京成徳短期大学）

1．は じめ に

　平成 3年度か ら逆統合保育 （い っ し ょ の 保育）を 試

行 して きた大塚養護学校幼稚部の 実践を 5度継続 して

報告 して き た （平 田 1993、 京林1993、 京林 1994、 神田

1995、神田 1996） 。 今回 は そ の 第 6報で あ る 。

　本研究 の 目的は 、年度当初よ り週 5 日の 完全統合を

実施 した 平成 8年度の 実践概要を報告す る と共 に、抱

え て きた課題 の 中間まと め をするこ と で あ る 。

2．平 成 8年度 の 「逆統 合保 育」 の 実 践

  統合形態

　幼稚部幼児 7名 （年少組 4名、年長組 3 名）の 中に

健常幼児 7 名 （三 歳児 4 名、四 歳児 ／名、五歳 児 2 名）

が 加 わ り、 幼稚部 の 日課 （表
一1） に 則 して

一
年間と

もに 活動す る 。

  統 合 期 間

　一学期始業式か ら三 学期終了式 ま で の 一
年間 を 完全

統合す る 。

  統合幼児 と 学級配 属

　 三 歳児 4名 と四 畿児 1 名は 新規の 保育希望者、五 歳

児 2名 は一
昨年か らの 継続統合希望者 で あ る 。

　学級 の 配属は、男女比 と人数を考慮 して 三歳女児 2

名 と 四 歳男 児 1名 は 年 少 組 、三 歳 男 児 2 名 と五 歳女 児

2 名は年長親 に配属 した。

  指導体制

　教官 4名、非常勤講師 1 名 （水 ・金 曜 日 ）
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3．続合 に 向 けて の 条件整備

　統合 に 向けて の 条件整備 と して 、平 成 六 年度 、 七 年

度 の 実践 を 踏 まえ、以下の 条件整備を行な っ た 。

・学校 よ り研究協力依頼書を出 し、承 諾書 を 受 け る

・保 険 に加入 す る （国立 大学附属学校 阿 嗹 合会）

・通知表、家庭訪問 、 学期末個人 面談な ど は 在籍児と

同 じ扱 い とす る

・学 用 品や 教育上 必 要 な 持 ち物 （ロ ッ カー
、 鞄、靴、

箸箱、お 手拭 き、タオ ル 、持 ち物袋 、 日付 シール 帳 、

連絡帳な ど ）、 衣類 （体操着、ス モ ッ ク な ど）な ど

は在籍児 と全 て 同 じ もの に す る

・
給食 を 正 規 の 手続 きで 配食す る

・身体計 測、各種検診 （内科 、 眼科 、 歯科、心電図）

を在籍児と一緒に 受 け る （＊ 費用 は 実費微収）

・統合児 の 保護者に は 学校 だ よ りや PTA 関係 の 配布

プ リン ト類な ど全部を配布す る

・統合児 の 保護者 に は 学校行事、部行事 か ら PTA 行

事 まで 全 て 同
一

に 参加す る

4．続合児 の募集に つ い て

　公募 はせ ず、在学 した統 合 児 の 親 の 知 り合 い と 「公

開保育」　（学期 に 1回 実施）の 見学者 か ら希望を募 っ

た 。 幼稚部 の 行事 「年忘れ会」 や 「新年会」 に 親子を

招待した り、 練習保育を 2 月に 希望 の 日数 （平均 3 日

程 度） 行 うな ど して 親子 の 保育希望を確認 して きた 。

　二 年保育の 幼稚園入園を 前堤 に
一

年間集団保育を希

望す る三 歳児 の 保護者が希望 して くる ケ
ー

ス が ほ とん

ど で あ る。た だ し、平 成 8年 度 は 、 三 歳児 で 保育 を 開

始 し、幼稚園へ 行かず に 二 年目の 逆統合保育を経験 し

た．五歳女児 2 名が 三 年目も継続 して 来 る こ とに な っ た 。

また 、 四歳男児 の 場合 は 、保育園 に在 籍 した が 小集 団

で 指導者 の 多 い 本校幼稚部を選ん で転園 して きた 。

　研究試行と は い え 、 区内 の 幼稚園 の 統廃合問題 もあ

り、園児の 募集 に 関して は周囲の 状況を十分把握 して

お か ね ば な ら な い
。

5．在籍児の 兄弟擁妹の 統合保育に つ い て

　平 成 6 年 度 に 2 名 （弟、妹）、7 年度に 1名 （妹）

在籍児の 兄弟姉妹 を 統合児 として 受け入れ て きた 。
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　 「特 に、兄妹で 同 じ幼稚部に通え、同 じ保育を受け

る こ と が で きた の は二 人 に と っ て 価植 の あ る一
年で し

た 。 幼稚部に 兄妹で 通 うこ とで お互 い の 存在が は っ き

り した よ うに 思 い ます 。

一年前 と比べ る と、
二 人 で い

ろ い ろ な こ とをす る こ とが多くな りました。 同じ保 育

を 受 け る こ とが で き た お か げ で 、家で も歌 や手遊 び 等

を
一

緒 に や っ て い ま した。母 親 と して も本 当 に有 り難

く、 感謝の 気持 ち で
一

杯で す。」

　　　　　　　　 （平成 7年度末　 ア ン ケ ー
トよ り）

　とい う声 に 代表 さ れ る よ うに 、 兄 弟姉妹相互 の 関 わ

りや 親の 負担輕減 の 観点 か ら、今後 も希望が あれ ば在

籍児の 兄弟姉妹を統合児として 積極的 に 受け入れて い

きた い
。

6．統 合児保護者の 感 想 ・評循

　 平成 8年度 の 保護者も、 毎日子供 が 幼稚部へ 行 くこ

とを楽 しみ に して い る こ とを第
一

に挙げて い る 。

　　「一緒の 保育 に 通 わ せ て い た だ き、子 供 は 在籍児 を

障害が あ る とか な い とか で な く、 本当に 自然に 友達 と

して 受入れて い るの で は ない か と思 い ます。そ れ も、

在籍児 に 統合児が 気を使うこ と な く （障害が ある か ら

な い 自分 た ちが 我慢しな け れ ば い け な い 場面 もな く）

　
胴
い っ しょ の 保脊 の 名 の とお り、み ん な

“
い っ しょ

’

に 指導 して い た だ けた か ら、子供も自然 に無理 す る こ

と な く、学校 に 行 け ば楽 し く過 ごせ た と思 い ます。」

　　　　　　　　　 （平成 6年度、三 歳男児の 母 ）

　 「何 で もみ ん な い っ し ょ に 活動す る 。 しか し、自由

遊 び で は 、 や りた い こ とを や らせ て くれ る 。 お 集まり

の 時など、欠席者 へ の 思 い や り、心 の 向け方など 自然

な状態 で 、当た り前 の よ うに 子供 た ち に 伝わ り、仲間

意識 が 強 くな っ て い っ た よ うに 思 い ます 。 在籍幼児 、

統合幼児とい う区別 の ない 同じ幼稚部の仲間で あ り、

自分 の幼稚部とい う意識は子供 の 正直な心 で あり、 初

め は、私 自身少 し遠慮 しが ちで した が 、統合保 育 は 子

供 た ち同士の 関 わ りだ け で な く s 大人 の 意議 を も変え

て くれ ました 。 」　 （平成 7年度、三叢女児の母）

　 「大 人 は 、 何 か に っ け 色めが ね で 見 て し ま う こ とが

多 々 あ りますが、子 供 は戸 惑 う こ と はあ っ て も 自然 に

良 い 関係を築 き、理 解 し、仲間と して付 き合 っ て い た

よ うに 思 い ます 。 亅 （平成 7年度、三 歳男児の 母）

　な どの 感想を見 る と、三 巌児 の 統合 保 育 参加 は 、保

護 者 の 評価 と して は 比 較的 よか っ た こ とが 示唆 され る 。

了．在籍児保護者の 感想 ・評価

　も と も と養護学校の 幼稚部 とい う こ とで、 「健 常 児

の 活気や刺激が ほ しい 、 普通の 子たちがい る環 境 で育

て た い 」とい っ た願 い が 基本的に あ り、 統合 ・交流 に

関 して は 保護者の 期待 も大 き い もの が あ っ た 。 平成 6

年度末 、 7年度末の ア ン ケー
トで は全員が そ の 成果 に

独れ て それ ぞ れ の 感 想 を述 べ て い る 。 以下 に、代表的

な もの を列記 して お く。

　　「遊 び 、 言 葉 な ど 目に 見 え て 健常児との 交流保育が

障害児 で あ る自分の 子 に 与 え て い るもの の 多さを感 じ

た。特 に、気持ちの 面で も同 じな の だ と う仲間意識 が

っ き健常児 に 対す る気お くれ が な くな り 、 人 の 中で も

遊 べ る よ うに な っ た e 」　（平成 6 年度　年長児の 母）

　「仲間 との 生活の 中で 、 動きの 大 きな子 や 興味を ひ く

遊びを して い る子 に影響 され、
一
あ の 子 が して い る か

ら
’

と真似を しよ う と した り、一
緒 に参加 しよ う とす

る意欲が ず っ と増 えて い っ た と思い ます 。 理 解 しあえ

た者同士で 遊ぶ こ とは、障害が あ るな し に 関係 な く楽

しい もの で 、そ れが お互 い をもの す ご く成長 させ る と

い うこ とを 実 感 し ま した 。 」

　　　　　　　　　　　 （平成 6年度　年長児 の 母）

　「健常児か らの 剰激 も欲 しい し、先生方の きめ紙か い

指導 も受け た い し と欲 張 っ た気持 ち で 幼稚 部を 選 び ま

した 。 そ して 、一年が 過 ぎ、我 が 子 の 成 長 に 母親 と し

て た い へ ん満足 して い ます。 」

　　　　　　　　　　　 （平成 7年度　年長児 の 母）

「障害児が 健常児 とい っ しょ に 保 育 で き る 数少 な い 場

所で あ り
“
とて もあ りが た い

”
の一言に っ きま す 。 昨

年一年間通 して統合児 の お母さま方 とは、とて も自然

に子供を持っ 親同士とい う関係で の おっ き合 い が で き、

とて もよ い め ぐり逢 い とな りま した 。 」

　　　　　　　　　　　（平成 7 年度　年少児の 母 ）。

8．逆統合保育の 今後 の 課題

　平成 6年度か ら三 年問、養護学校幼稚部 に お ける 同

環境 、 同日 課で の 統合保育を試行 して き た が、抱 え る

課題 は解 決ど こ ろ か増 え て 行 くよ うに も思 え る。
・公開保育参加者の 感想 ・

評価 の 検討

。定員 10 （年少 5 、年長 5） に 対す る統合児 の 適 正規

　 模 の 検 討

・在籍幼児 と統合幼児 との 交流 や関わりの 分析

・磁 （年長）の 統合児 に対す る現行指導計画 （目標、

　内容、方法 ） の 見 直 し

・統合児の 追跡調 査 （後の 生 活 に 及 ぼす 逆 統合保育の

　効果検討）

・地域 の 幼稚園 。保育園 との交流

な どを 当面の 課題 と して い る。　
」
公 開保育

”
を実施 し、

他者評 価 を 得な が ら実践を継続 して い きた い
。
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